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2023年度事業
イベント 開催日 会 場

WRO Japan 2023 ROBO SPORTS 西日本大会：7月16日（日）
東日本大会：7月17日（月・祝）

西日本大会：帝塚山学園 講堂
東日本大会：北とぴあ

WRO 2023 Japan 決勝大会 8月 26, 27日（土日） 都立産業貿易センター浜松町館

WRO 2023 FRIENDSHIP INVITATIONAL
TOURNAMENT

9月21～24日
（木～日） デンマーク・オーデンセ

WRO Japan 2023 チーム強化合宿 10月7～9日
（土～月・祝）

国立オリンピック記念
青少年総合センター

WRO 2023 INTERNATIONAL FINAL 11月7～9日
（火～木） パナマ・パナマシティ

第16回ロボットを活用した
プログラミング教育シンポジウム 12月10日（日） オンライン開催

プログラミング授業
＠狛江市立狛江第三小学校 特別支援学級

６月～7月にかけて対面
およびオンライン指導

狛江市立狛江第三小学校
あおば学級

㈱オカムラ 物流システムショールーム LUX 見学 8月10日（木） ㈱オカムラ物流システムショールーム
LUX

5年生社会科授業（工業）＠狛江市立
狛江第三小学校 10月31日（火） 狛江市立狛江第三小学校体育館
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協 賛

2

総務省、文部科学省、経済産業省、独立行政法人情報処理推進機構、独立行政法人国立高等専門学校機構、国
立研究開発法人科学技術振興機構、公益社団法人日本ユネスコ協会連盟、 公益社団法人全国工業高等学校長協
会、 公益社団法人全国高等学校文化連盟、公益財団法人日本科学技術振興財団、 公益財団法人産業教育振興
中央会、 一般社団法人電気学会、一般社団法人情報処理学会、 一般社団法人日本ロボット学会、 日本産業技術
教育学会、一般社団法人日本機械学会、一般社団法人日本ロボット工業会、NPO法人組込みソフトウェア管理者・技
術者育成研究会

後 援

撮影協力

ゴールドスポンサー

シルバースポンサー

ブロンズスポンサー

グリーンスポンサー

パールスポンサー

助 成
一般社団法人 東京倶楽部



ROBO MISSION    FUTURE INNOVATORS
ROBO SPORTS FUTURE ENGINEERS

2023年 8月26, 27日（土日）於：都立産業貿易センター浜松町館
（東京都港区）

主 催：NPO法人WRO Japan
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WRO 2023 Japan 決勝大会



◎ ROBO MISSION
競技内容 ： WRO 2023国際大会ルールに基づき、ミッションをクリアする

ロボットによる競技
参加チーム：全国35地区予選会から選抜されたチーム
競技テーマ : エレメンタリー  MARINE LIFE PRESERVATION

        ジュニア    UNDERWATER INFRASTRUCTURE 
          シニア   AUTONOMOUS PORT

◎ FUTURE INNOVATORS
競技内容：WRO 国際大会テーマ（2023年は CONNECTING THE WORLD) に則した、

ロボットを使ったソリューションを企画・開発・プレゼンする競技
競技方法：課題解決提案レポートと課題解決プレゼンテーション動画提出による事前審査と、

大会当日のプレゼンテーション

◎ ROBO SPORTS
競技内容：ロボットコンテストでは定番的な対戦競技
競技方法：1チーム2体のロボットで競技

◎ FUTURE ENGINEERS 
競技内容：AIを活用したロボットによる自動運転にチャレンジする競技
競技方法：4輪の自動走行車で、カメラでフィールド上のオブジェクトを識別しながらすべてのセクションを正しく

 通過し走行する
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大会競技概要 （競技内容については大会パンフレット P9～10をご覧ください）

https://drive.google.com/file/d/1Nta7CEGXyYYKDh3VCZanHRG8YiHl7n6h/view

                                                    よりダウンロード可

https://drive.google.com/file/d/1Nta7CEGXyYYKDh3VCZanHRG8YiHl7n6h/view
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ROBO MISSION 各地区公認予選会（7～8月全国各地にて開催）

予選会名 エレメンタリー ジュニア シニア エレメンタリー ジュニア シニア
1 WRO Japan 2023 公認 札幌予選会 ○ ○ ○ ○
2 WRO Japan 2023 公認 秋田中央予選会 ○ ○ ○
3 WRO Japan 2023 公認 秋田予選会 ○ ○ ○ ○
4 WRO Japan 2022 公認 宮城予選会 ○ ○ ○
5 WRO Japan 2023 公認 山形予選会 ○ ○ ○
6 WRO Japan 2023 公認 群馬予選会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 WRO Japan 2023 公認 栃木予選会 ○ ○ ○ ○
8 WRO Japan 2023 公認 千葉予選会 ○
9 WRO Japan 2023 公認 東京小中予選会 ○ ○ ○ ○

10 WRO Japan 2023 公認 東京高校生予選会 ○ ○
11 WRO Japan 2023 公認 神奈川予選会 ○
12 WRO Japan 2023 公認 新潟予選会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 WRO Japan 2023 公認 長野予選会 ○ ○ ○ ○ ○
14 WRO Japan 2023 公認 富山県予選会 ○ ○ ○
15 WRO Japan 2023 公認 石川予選会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 WRO Japan 2023 公認 福井予選会 ○ ○
17 WRO Japan 2023 公認 岐阜予選会 ○ ○
18 WRO Japan 2023 公認 沼津地区予選会 ○ ○
19 WRO Japan 2023 浜松 予選会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 WRO Japan 20323 公認 静岡県裾野地区予選会 ○ ○ ○ ○
21 WRO Japan 2023 公認 東海予選会 ○
22 WRO Japan 2023 公認愛知予選会 ○ ○ ○ ○
23 WRO Japan 2023 公認京都予選会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
24 WRO Japan 2023 公認 大阪中央予選会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
25 WRO Japan 2023 公認 大阪北予選会 ○ ○
26 WRO Japan 2023 公認 奈良予選会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
27 WRO Japan 2023 公認 和歌山予選会 ○ ○ ○ ○
28 WRO Japan 2023 公認 兵庫予選会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
29 WRO Japan 2023 公認 中国地区予選会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 WRO Japan 2023 公認 中四国予選会 ○
31 WRO Japan 2023 公認 鳥取予選会 ○ ○ ○
32 WRO Japan 2023 公認 福岡予選会 ○ ○
33 WRO Japan 2023 公認 熊本予選会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
34 WRO Japan 2023 公認 南九州予選会 ○ ○ ○ ○ ○
35 WRO Japan 2023 公認 沖縄予選会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ミドルエキスパート



国内参加チーム数
◎ ROBO MISSION   1065チーム

        ◎ FUTURE INNOVATORS    23 チーム
うち 決勝大会参加       9 チーム

◎ ROBO SPORTS (東・西日本大会) 54 チーム
うち 決勝大会参加      12 チーム

◎ FUTURE ENGINEERS 8チーム ※予選なし

全国から 1151 チームが参加

予餞会参加チーム数 1073
内訳 エレメンタリ 355

ジュニア 377
シニア 333

エキスパート ミドル
決勝大会参加チーム数 73 64
内訳 エレメンタリ 24 29

ジュニア 22 20
シニア 27 15

WRO 2023 Japan決勝大会  

66

ペレ パナマ全権大使



WRO 2023 Japan決勝大会
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WRO 2023 Japan決勝大会 上位入賞チーム
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B2版ポスター
配布先
・スポンサー ・予選大会主催団体
ロゴ掲載 パールスポンサー以上
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2023作成物

参加者ゼッケン  
ロゴ掲載
ナショナルシルバースポンサー以上

A4パンフレット (34ページ)
配布先
・スポンサー
・後援団体
・関係団体
・参加者
ロゴ掲載
パールスポンサー以上
広告掲載
ブロンズスポンサー以上

国際大会参加者ユニフォーム  
ロゴ掲載
ナショナルシルバースポンサー以上

バックパネル、車検台まわり
ロゴ掲載 シルバースポンサー以上



WRO 2023
FRIENDSHIP INVITATIONAL

TOURNAMENT

10

日 程 ：2023年9月21日(木)～24日(日)＠デンマーク・オーデンセ
競技内容 :ROBO MISSION, FUTURE INOVATORS
主 催 ：WRO デンマーク
参加国 ：日本、ドイツ、台湾、マレーシア、香港、ハンガリー、フィリピン、

ルーマニア、トルコ、ウクライナ、ポーランド等、
40の国と地域から200チームが参加
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WROフレンドシップ大会

フレンドシップ大会は、「より多くの子どもたちに国際大会参加の機会を提供する」というコンセプト
のもと、欧州地域、アラブ地域など、多くが地域限定で開催されており、WROの競技ルールに
基づいた大会を開催するとともに、各チームどうしの交流や開催地をより知るためのイベントにも
力を入れています。今回、アンデルセン生誕の地であり、産業都市としても発展しつつあるオーデン
セで開催された大会は、参加地域を限定しないものだったため、日本から3チームが出場、
FUTURE INNOVATORS シニア部門で、「ULTRA Sチーム」が見事4位に入賞、その他2チー
ムも ROBO MISSION エレメンタリー部門で 53チーム中 19位、シニア部門で 41チーム中 
13位と大健闘しました。

※WRO Japan では、フレンドシップ大会に出場できるチームの条件として、前年のWRO Japan 決勝大会で、
11月のWRO国際大会出場にあと一歩だったチーム（４位または次点）としています。

審査員にプレゼンテーションする ULTRA S チーム SKN JAPAN チーム（ROBO MISSION エレメンタリー部門）

Tezukayama NwU チーム（ROBO MISSION シニア部門） LEGO HOUSEで一日楽しみました
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入賞国（8位まで）および日本チームの順位

Elementary (53) Junior (47) Senior (41)

1Malaysia Malaysia Chinese Taipei

2Chinese Taipei Chinese Taipei Romania

3 Malaysia USA Malaysia

4Korea Malaysia Germany

5Egypt Hugary Malaysia

6Korea Mexico Malaysia

7USA Hungary Switzerland

8Macau Romania Romania

Elementary (10) Junior (14) Senior (10)

1Hong Kong Korea Pakistan

2Hungary China Hungary

3Philippines Slovenia Philippines

4Serbia China Japan ULTRA S

5Germany Chinese Taipei Korea

6Chinese Taipei Pakistan Switzerland

7Hungary Korea Hong Kong

8Turkey Korea Chinese Taipei

ROBO MISSION

FUTURE INNOVATORS

( ) 内は参加チーム数

13   Japan(Tezukayama NwU )19   Japan(SKN JAPAN)



WRO Japan 2023
チーム強化合宿 開催報告書
開催日：2023年10月7日（土）～9日（月・祝）
会場：国立オリンピック記念青少年総合センター

（東京都渋谷区）

NPO法人WRO Japan

一般社団法人東京俱楽部助成事業
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参加者（国際大会参加チーム）

コーチ・選手合わせて計 45名

ROBO MISSION 
部門 チーム名 予選地区

エレメンタリー ブルーバナナテニス　 東京小中
ロボ団 チキンナゲット　 群馬
ロボ団KH　 兵庫

ジュニア Amicus YTS　 沖縄
チームK　 奈良
ダブル炙りカルビがぶり　  群馬

シニア meiden 一年 東海
帝塚山Å　  奈良
YTHS 2BY　 中四国

FUTURE INNOVATORS
出場部門 チーム名

ジュニア ビッグタートル　
シニア 追手門 Challenger　

ROBO SPORTS

メキシコシティーウェポン　

FUTURE ENGINEERS

うなぎRO　

石川高専　

チーム名

チーム名



【ワークショップ】
・五十川 芳仁氏
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講師・指導者

愛知県出身 東京在住
東京理科大学工学部機械工学科卒業
テクニカルライター
イソガワスタジオ株式会社 代表取締役
homepage：http://www.isogawastudio.co.jp/

五十川氏著書（一部）



【WRO国際大会参加経験者（WRO OB・OG）】
・岩田 美灯（慶應義塾大学法学部４年）
・田仲 雄一（京都大学工学研究科修士２年）
・東奥 航志郎（立命館大学理工学部3回生）
・金岡 大樹（九州工業大学大学院生命体工学研究科博士後期課程2年）

【ボランティア協力者（スポンサー企業）】
・伴 理沙（日本ナショナルインスツルメンツ㈱）
・壁下 奈多理（日本ナショナルインスツルメンツ㈱）

【ボランティア協力者（WRO Japan予選会主催者）】
・林 辰則（WRO Japan岐阜予選会）

【NPO法人WRO Japan】
・理事長 金井 徳兼
・副理事長・選手強化委員長 島田 敏一
・理事・競技委員長・国際審判 吉野 和芳
・事務局長 櫻澤 由里子

16

参加者（スタッフ）※敬称略

   計 14名
総勢 55名
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プログラム

17

Robo Mission Future Innovaters Robo Sports Future Engineers

13:20 13:20 13:20 13:20

13:30

受付 (30)

13:30

受付 (30)

13:30

受付 (30)

13:30

受付 (30)13:40 13:40 13:40 13:40

13:50 13:50 13:50 13:50

14:00 開会式 (10) 14:00 開会式 (10) 14:00 開会式 (10) 14:00 開会式 (10)

14:10 チーム紹介 (10) 14:10 チーム紹介 (10) 14:10 チーム紹介 (10) 14:10 チーム紹介 (10)

14:20 スタッフ紹介 (10) 14:20 スタッフ紹介 (10) 14:20 スタッフ紹介 (10) 14:20 スタッフ紹介 (10)

14:30 オリエンテーション (10) 14:30 オリエンテーション (10) 14:30 オリエンテーション (10) 14:30 オリエンテーション (10)

14:40

パネルディスカッション
「OG・OBが語るWRO」

(70)

14:40

パネルディスカッション
「OG・OBが語るWRO」

(70)

14:40

パネルディスカッション
「OG・OBが語るWRO」

(70)

14:40

パネルディスカッション
「OG・OBが語るWRO」

(70)

14:50 14:50 14:50 14:50

15:00 15:00 15:00 15:00

15:10 15:10 15:10 15:10

15:20 15:20 15:20 15:20

15:30 15:30 15:30 15:30

15:40 15:40 15:40 15:40

15:50 休憩(10) 15:50 休憩(10) 15:50 休憩(10) 15:50 休憩(10)

16:00

五十川先生ワークショップ (90)

16:00

五十川先生ワークショップ (90)

16:00

五十川先生ワークショップ (90)

16:00

五十川先生ワークショップ (90)

16:10 16:10 16:10 16:10

16:20 16:20 16:20 16:20

16:30 16:30 16:30 16:30

16:40 16:40 16:40 16:40

16:50 16:50 16:50 16:50

17:00 17:00 17:00 17:00

17:10 17:10 17:10 17:10

17:20 17:20 17:20 17:20

17:30

連絡事項 (30)

17:30

連絡事項 (30)

17:30

連絡事項 (30)

17:30

連絡事項 (30)17:40 17:40 17:40 17:40

17:50 17:50 17:50 17:50

18:00

夕食・入浴・フリータイム (120)

18:00

夕食・入浴・フリータイム (120)

18:00

夕食・入浴・フリータイム (120)

18:00

夕食・入浴・フリータイム (120)

18:10 18:10 18:10 18:10

18:20 18:20 18:20 18:20

18:30 18:30 18:30 18:30

18:40 18:40 18:40 18:40

18:50 18:50 18:50 18:50

19:00 19:00 19:00 19:00

19:10 19:10 19:10 19:10

19:20 19:20 19:20 19:20

19:30 19:30 19:30 19:30

19:40 19:40 19:40 19:40

19:50 19:50 19:50 19:50

20:00

コーチフリータイム
(60)

選手懇親会 (90)

20:00

コーチフリータイム
(60)

選手懇親会 (90)

20:00

コーチフリータイム
(60)

選手懇親会 (90)

20:00

コーチフリータイム
(60)

選手懇親会 (90)

20:10 20:10 20:10 20:10

20:20 20:20 20:20 20:20

20:30 20:30 20:30 20:30

20:40 20:40 20:40 20:40

20:50 20:50 20:50 20:50

21:00

コーチミーティング
(90)

21:00

コーチミーティング
(90)

21:00

コーチミーティング
(90)

21:00

コーチミーティング
(90)

21:10 21:10 21:10 21:10

21:20 21:20 21:20 21:20

21:30

就寝準備 (30)

21:30

就寝準備 (30)

21:30

就寝準備 (30)

21:30

就寝準備 (30)21:40 21:40 21:40 21:40

21:50 21:50 21:50 21:50

22:00

選手就寝

22:00

選手就寝

22:00

選手就寝

22:00

選手就寝22:10 22:10 22:10 22:10

22:20 22:20 22:20 22:20

22:30 22:30 22:30 22:30

10月7日（土）
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18

10月8日（日）
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19

10月9日（月・祝）
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スナップ
【開会式】

【スタッフ・協力者紹介】

【各チーム自己紹介】
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プログラム

【五十川先生によるワークショップ】

【日本チームユニフォーム贈呈式】

【OB・OGによるパネルディスカッション】
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プログラム続き
【宿題の発表】

宿題（ROBO MISSION チーム）

1. 各チーム、サプライズルールを３個考える
2. 車体、プログラム、戦略についての説明資料(合宿時に印刷し持参)

シニア A3・5枚、ジュニア A3・３枚、エレメンタリー A3・１枚
内容は、システムフロー図、関数、クラス(マイブロック)一覧、変数一覧等

宿題（FUTURE IONNOVATORS チーム）

1. Japan決勝大会で出来たこと/伸びしろを３つずつまとめる
2. 自分たちのロボットの社会的意義/技術的強みを簡単にまとめる
3. 想定質問を５個、敢えて審査員に伝えたくない部分があればそれもまとめる

【大人は別室でコーチ会議】
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プログラム続き

模擬競技 納得いくまで確認する

他の競技のメンバーに発表（英語）を聞いてもらい、フィードバックを受ける

各競技とも合宿最終日は、競技進行を英語で実施（FI競技は ”only English Day”）



コーチ

 スタッフの方々、ありがとうございました。教室ではできない様々な練習、アドバイスをいただき
、大変感謝しております。今回の合宿で多くの課題が見つかりました。（特に生活面ですが
…） 残りの期間で一つ一つクリアしていこうと思います。ありがとうございました。

 この度は、強化合宿に参加させていただきありがとうございました。３日間通して、選手・こー
ちともに多くの学びを得ることができました。特に選手たちは普段の練習とは違い、コーチ以
外からのアドバイスや本番想定環境での練習などをおこなうことができたのは非常にいい機会
でありとてもしげきになったと感じてい織ります。また、コーチとしても国際大会出場コーチ同士
交流させていただく機会をもらえたこと感謝いたします。大会まで残り１か月ですが合宿でら
れたことを活かし練習していきたいと思います。引き続き、国際大会でもどうぞよろしくお願い
いたします。

 この度は、WRO Japan 2023 国際大会参加チーム強化合宿という貴重な機会をいただ
きましてありがとうございました。全国各地のトップ選手やコーチと３日間生活することで、本
当にたくさんの経験をつむことが出来たと思います。特に普段の練習では得られないリアルで
の実践的な練習、他チームとの技術検討については、技術をまなぶだけでなく、チームとして
の役割、大会での時間管理を学んでくれたように思います。その他五十川さんのワークショッ
プなどありがとうございました。

 今回は、非常に貴重なお時間をいただき、ありがとうございました。今の仕事を始めコーチに
なって約１年半。WROにチャレンジするのも、事実上今回がはじめてのため、わからないこと
だらけです。そのため、非常い学ぶことが多く、よい経験となりました。WROの知識も基本的
な部分でわからないことも大野はもちろん、子どもたちへの指導方法についてもわからないまま
進めていったため、非常に沢山の勉強をさせていただきました。この経験を活かし、今年はも
ちろん、この先も世界で上位を目指せるチーム作りにつなげていきます。本当にどうもありがと
うございました。

 2018年以来2度目の国際大会への参加、きたいよりも不安が勝っているような状況でした
が、合宿に参加させていただいたことでだいぶ楽になりました。普段から子どもたちを全力でサ
ポートしているつもりですが、できるのは気持ちの面と環境面、資金面だけで、技術面はすべ
て本人たちに任せているため、様々なコーチの方、OBの方々から貴重な意見をうかがえたこ
とは感謝しかありません。

（次頁へ） 24
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 FIのコーチとして参加させていただきました。おもにプレゼンテーションに関する練習となりました
が、伴先生、壁下先生、岩田先生はじめ、諸先生方からのご指導、大変ありがたかったです
。また、国際大会経験豊富な皆様の目からうろこのアドバイス、金言が大きな収穫でした。合
宿ということで、選手も非日常の力が出たのか、一定の緊張感もあり、目に見える新法があり
ました。次年度以降も、ぜひ実施していただければと願います。最後になりますが、合宿準備
、実施とご尽力いただきましたスタッフの皆様、誠にありがとうございました。

 今回はこのような機会を設けていただきありがとうございました。FIというゴールがなく、受け手に
よって競技の結果が大きく変わるカテゴリーで様々な選手、コーチ、関係者とロボットやコンセ
プトなどについてディスカッションしたことは、競技だけにとどまらず大きく成長できたと思います。
コーチとして選手を支えれる人間になるためにもこれからも精進してまいります。

 3日間ありがとうございました。11月のパナマ国際大会に向けて貴重な体験をすることが出来
て、子どもたちにとって、とても実りが多い合宿でした。このような貴重な機会をいただき、本当
にありがとうございました。今回の合宿で、特に良かったと感じた点、次回に向けて改善をお願
いしたい点を記載いたします。特に良かった点・・・世界を目指すチームとの交流 他のチーム
のロボットの貴校や戦略を見ることができた 次回へ向けて改善・・・本番を想定した、英語
だけで本番と同じスケジュールの枠を作ってほしい。

 研修内容・・・卒業生が積極的に関わっていたのが好感。大人がやるよりも、生徒たちの素

直さを引き出していたと思う。内容も充実しており、申し分ない。

施設・・・オリンピック記念 というのが良い。なんとなく日本代表という気持ちになった。

宿泊オプションとして、コーチ（大人）が別室がありがたい。同室は、お互い気まずい時

がある。総じて、準備も含めて大変だったかと思います。本当にありがとうございました。

（次頁へ（選手たちの感想））
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選 手

 OBの方からアドバイスをいただき良い経験となった。チーム同士の交流があって良い刺激をも
らった。ミッションがいままでに思いつかないミッションで参考になった。

 この合宿を通して、まだまだ自分の機体について知らないことがあると実感しました。最終日の
エクストラでは、作戦が上手くたてられませんでした。帰ってから、また練習すべきことがわかりま
した。とても有意義なものになったと思います。

 すごくきれいなコースですごい安定させるのが難しかったけれどすごく楽しい２泊3日でした。来
年はインドにいるけど、インドでがんばります。

 ふだんとちがう環境での練習ではコースにロボットがなれるのに時間がかかったりいろいろなこと
がわかってパナマでの体調管理をすることがむずかしいことなどのいろいろなことがわかってよかっ
た。

 とても良い機会でした。技術的にも成長でき、いろいろな人と関わることもできたのでよかった。
自分はFLLにも出ていてWROの方が技術的な成長量が多いと思いました。（もう少しご飯
がおいしいとありがたいです・・・）

 僕は去年の合宿の会場の方が行動がしやすく良かったと思いました。また、合宿の1日目にロ
ボットの練習の時間をもうけてほしいと思いました。優勝目指してあと1か月頑張ります。

 もう少し自由に練習できる時間がほしかった。OB/OGの話が聞けたことや日本チームの人た
ちと話ができるいい機会だった。運営、ボランティアスタッフの方々、誠にありがとうございました。

 今回の合宿は特に 2nd の特訓ができてとてもためになりました。2nd用にロボットを２台考え
ていたのですが、どちらにも問題が見つかり、学校に帰ってまた考え直そうと思います。プログラ
ムにもミスが見つかり、全体の不備を洗い出せました。1st は技術面で発展はなかったけど、
金岡さんにいろいろ考え方の面で指摘をいただきました。ありがとうございます。学校の照明な
どが違ういろんな環境で試走をし、もっともっとミスを潰していきます。必ず１位取ります。

 いつも練習しているところじゃないところで試走する練習になった。他のチームと交流することで
仲良くなってうれしかった。エクストラの考える力をつけれた。他のところに止まるという練習にな
った。また、もどって練習するところがわかった。

（次頁へ）
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 いつも練習していないところで練習するのはあまりないことだったので、自分にとっていいけいけ
んになったと思った。ほかのチームと交流することで、ロボットの構造を見て学んだりできないの
で、すごく勉強になった。ふだんなかなか家でできないエクストラの練習をできたので、自分にと
ってプラスになったと感じた。１週間に１回しかチームと合わないので、３日間いっしょに練習
できたのはうれしかった。

 同じカテゴリの人たちと仲良くなれる事、技術を見せ合えることが本当に良かった。とても成長
につながる。調整する時間がもっと多ければ良いと思う。エクストラチャレンジなどを本番の時
間に合わせたりなど、より国際大会に近い形でやれればなお良いと思う。OB/OGさんたちに
は本当にありがたく思います。全国大会のすぐ後にこの合宿があればそこで学んだことを挑戦
しやすいと思います。

 この度は強化合宿に参加させていただきありがとうございました。他チームとの交流ができたお
かげで、自分たちにはない発想や考えを学ぶことができ、有意義な時間をすごせたと思いま
す。以下にこの合宿で良かった点、改善してほしい点を並べます。 良かった点・・・OB、OG
の話を聞けたこと 他のチームのロボットやプログラムを間近で見れたこと 交通費を負担して
もらえたこと 新たなエクストラチャレンジができたこと 改善してほしい点・・・こーちとは部屋
を別にしてほしい もう少し練習時間がほしい 楽しい時間をありがとうございました。

 合宿で一番ありがたく感じたことは他のチームとの交流です。１つのチームだけだと、アイデア
が固まってしまったらずっとそれを実現するだけですが、他のチームの動きや仕組みを見るとこ
んな時方ももあるなと思いました。エクストラミッション、サプライズミッションの対策も同様に気
づきよかったです。そして現在の課題は英語の理解力が低すぎる事、車体の安定感がない
こと、色読みが遅すぎること、世界大会に向けてとても大切なことができました。３日間ありが
とうございました。

 今回の合宿では、いつも練習をやっている場所と違って、いつもと違うコース、いつもと違うコ
ースマットを使うことで大会と同じような感じで練習できたのでよかったです。今後はいつも練
習をおこなっているコースやマットをたまにかえてみたりして環境を変えてとりくみたいと思いまし
た。様々なエクストラミッションを行って、いつもは通常ミッションばかりやっていてあまりエクストラ
ミッションをやっていなく、自分たちが考えてもいないようなミッションばかり着てとても～練習に
なりました。

（次頁へ）
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 今回の合宿では、いつも練習をやっている場所と違って、いつもと違うコース、いつもと違うコ
ースマットを使うことで大会と同じような感じで練習できたのでよかったです。今後はいつも練
習をおこなっているコースやマットをたまにかえてみたりして環境を変えて取り組みたいと思いま
した。様々なエクストラミッションを行って、いつもは通常ミッションばかりやっていてあまりエクス
トラミッションをやっていなく、自分たちが考えてもいないようなミッションばかり来てとても良い練
習になりました。いつもと違い時間ですごくあせってしまったり、重大なミスをしてしまうことがお
おかったので、今後はエクストラミッションにも冷静に対応して今回行ったミッションの攻略や失
敗したことをしっかりまとめてやりたいです。今回はこのような場所で練習させていただいてあり
がとうございました。

 今回の合宿では、日本で１位、２位のチームがどのようなロボットを使っているか、どのような
戦略なのか、知ることができた。また、世界大会でありうるサプライズルール、エクストラチャレン
ジにまだまだ対応しきれないことにも気づけた。あと１か月、合宿で感じた事、気づいたことを
記録にとって忘れず、すぐに改善したい。自分はロボットの構造などを担当しているから、より
安定して、より多彩にして、「エクストラチャレンジも余裕」と言えるくらいを目指したい。充実し
すぎて、良い意味でとてもつかれた合宿になった。参加できてよかった。五十川さんの本を買
いたくなった。

 来た時は緊張したけど、終わった頃には楽しかったと思えた。ロボット面でもプログラム面でも
勉強になった。なれないロボットでもかんばって調整できてよかった。エクストラルールでけっこう
よさげな点をとれてよかった。ロボット面での講義があったから、プログラム面でもあった方がい
いと思った。ここで学んだことを活かして、大会でいい結果を残したいです。

 ここに来てロボットを持ってくるということが分かった時にはやばいなと思ったけれど、ロボットをも
し基本セットで作ることになったらやばくなってしまうから、そこらへんの練習にもなったからとって
もいい勉強になりました。

 最初は知らない人たちがたくさんいてあまりうまくしゃべれなかったが、だんだん慣れていくことが
できた。今まで動かしていたロボットがなくてあせったが初日で作ったロボットがなんとか動いて
エキストラミッションで点を取ることができた。食事が楽しかった（おいしい）。この3日間でぼく
はWRO世界大会で絶対に上位に食い込んでやる！と思いました。

（次頁へ）
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 いろいろな先輩や先生方に参考になる話を聞くことができて、すごい有意義な時間になりま
した。FUTURE IONNOVATORSで特に重要視される英語での質疑応答については答え
方を他チームのコーチに聞いたり、1日目の座談会で先生に心持ちについて聞けました。これ
らの経験をいかしてプレゼンの内容や発音の仕方にされにこどわりを持ち続けてすすめていけ
ればなと思いました。さらに、感謝の気持ちを持ち続けて生活していければなと思います。国
際大会に出させていただき、さわに強化合宿にも参加させてもらい、非常に有意義な時間
を過ごすことが出来ました。ご協力、ほんとうにありがとうございました。

 英語をとても親切に教えていただきほんとうに世界大会に向けての参考になりました。本当に
ありがとうございました。国際審査員の方のご意見をいただき参考になりました。今後の練習
に生かさせていただきます。英語のプレゼンを吹き込んでもらったりプレゼン資料を訂正してい
ただいたりととても手伝っていただいてとても嬉しかったです。これから練習に生かさせていただ
きます！

 今回の合宿では、事前に準備をしていなかった。英語のプレゼンでのチェックをしていただいて
発音の強弱や分の区切る部分を学ぶことができた。英語でのプレゼンでは、ジャッジにこたえ
ることが難しく、相手が言っているのがよくわからないということがおきた。その時にチームのお互
いがカバーにはいることが大切であった。ジャッジがどのような問いなのかを理解できなかったと
してもカバーできるチームワークの向上が大切である。英語でのプレゼンを高め、質疑応答を
できるようにして、相手が言っていることを理解し、自分たちで作ったロボットに対する意義をし
っかりと伝えたいと思った。この残り約3週間で英語のプレゼンを向上して、チームの合い方を
支えれるようにしていきたいと思う。

 今回は、強化合宿の機会を用意していただき、ありがとうございます。スタッフの皆様への感
謝の気持ちでいっぱいです。この三日間で、この場だからこそできる英語でのプレゼンや質疑
応答の練習ができ、とても自分たちの成長につながりました。特に、FIのチームに協力して下
さった岩田さん、伴さん、壁下さんにはプレゼン原稿の英語の改善や英語での質疑応答、
模擬審査、録音など様々な面で支えていただき、有意義な時間を過ごすことができました。
今回の合宿では、自分たちのチームの課題も見つけることができたため、これから世界大会
までに改善していきたいと思います。大会の1か月前に、大会に似た練習をすることができた
ため、世界大会へのモチベーションを高めることができました。三日間ありがとうございました。

（次頁へ）
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 初日は周りの人が誰も知りませんでしたが、みんなとても優しくてすぐに仲良くなれました。特
に技術交流の時は、すごいロボットたちのことが知れてとても自分のためになりました。二日目
のサプライズ・エクストラは思ったより難しく、またいつもと違う環境だったのでうまくいかなかった
です。また、ライントレースの数値も変わって、調整に時間がかかりました。夜にコーチと練習
をして、やっといつもどおりに動くようになりました。自分でもすぐ調整できるように練習する。三
日目は、エクストラをやるプログラムを作るのに時間がかかりすぎたので、もっと早くプログラムを
作って試走の回数が少なくても大丈夫なように練習を頑張りたいです。他のチームとも切磋
琢磨しながら練習できる環境を作ってくれてありがとうございました。

 同じ競技のチームの人たちと中を深めつつ、一緒にいい練習ができたと思います。世界大会
では敵でもあり仲間でもあるので、一初に上位を目指して頑張ります！また来年、この合宿
に再び来れるように頑張ります。

 今回の合宿では、いつもとは違う環境で練習できて、とてもいい経験になったと思います。初
日はみんなの事を全く知らなかったのに仲良くなれました。発表を聞いて、みんなのロボットの
構造などを見てすごいなと思ったです。

以上
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WRO 2023
INTERNATIONAL FINAL
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日 程 ：2023年11月7日(火)～9日(木)＠パナマ・パナマシティ
公式サイト：https://wro2023.org/
競技内容 :全競技（ROBO MISSION, ROBO SPORTS, 

FUTURE INOVATORS, FUTURE ENGINEERS）
主 催 ：TECHNIK BEGEISTERT（The National Organizer of WRO in Germany）

参加国 ：日本、ドイツ、台湾、マレーシア、香港、インド、ハンガリー、
スペイン、UAE、インドネシア、フィリピン、南アフリア、デンマーク、
カザフスタン、ウクライナ等、
73の国と地域から365チームが参加

https://wro2023.org/
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入賞国（8位まで）および日本チームの順位

Elementary (82) Junior (93) Senior (90)

1Malaysia Malaysia Switzerland

2Malaysia Malaysia Germany

3India kazakhstan Kazakhstan

4Malaysia Mexico Chinese Taipei

5Japan  Blue Banana tennis Chinese Taipei Switzerland

6Chinese Taipei Chinese Taipei Romania

7Japan  Chicken nugget Ukraine Japan  meiden first tpy

8Vietnam Hungary Greece

Elementary (31) Junior (34) Senior (36)

1Malaysia Malaysia Germany

2USA Azerbaijan Canada

3INDIA Morocco Greece

4Singapore Greece Malaysia

5Saudi Arabia Puerto Rico Bangladesh

6Chinese Taipei Japan  Big Turtle * Kazakhstan

7Germany Philippines Azerbaijan

8Philippines Panama Japan  OtemonChallenger

1Greece Tajikistan
2Germany Kazakhstan
3Vietnam Saudi Arabia
4Vietnam USA
4Chinese Taipei Kazakhstan
6Romania Canada
7Chinese Taipei Thailand
8Tajikistan Thailand

ROBO MISSION

FUTURE INNOVATORS

ROBO SPORTS (45) FUTURE ENGINEERS (40)

( ) 内は参加チーム数

* Big Turtle チームは、チーム間投票により、゛Team Award“も受賞

29   KH 12  Tezukayama Å
16  YTHS 2BY

13  Amicus YTS
16  Double Kalbi Grill Gobble
38 Team K

9  POISON
21  UNAGI-RO

12  National Institute of Technology, Ishikawa College



開催日：2023年 12月 10日（日）

会 場：オンライン開催

主 催：NPO法人WRO Japan
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第16回 
ロボットを活用したプログラミング教育シンポジウム

開催報告書



・開 催 日：2023年12月10日（日）

・会 場 :オンライン開催

・参 加 費：一般 2,000円
NPO法人WRO Japan正会員、大学生 1,000円
・参加者数：34 名

・基調講演：「第一次産業を支えるロボット技術」
～根室管内初の高等教育機関の開校に向けて～
講 師：大谷 昌生 氏

学校法人岩谷学園ひがし北海道IT専門学校設立準備室主任

・発表事例 ：8件

・ワークショップ ：EV3 およびスパイクへの言語系プログラムについて

次ページ参照

▲ 要旨集

36

開催概要
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シンポジウム 当日プログラム
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アンケート結果(1/2)

基調講演 第一次産業を支えるロボット技術 ～根室管内初の高等教育機関の開校に向けて～

折角高等教育機関もできるとのことですので、こういう学校へ興味を持ってもらうためにもそういうエリアでWRO
の予選ができるとよいのではと思った。(オンラインでもいいので)

北海道の酪農の現状について理解できた。
酪農におけるロボットについて知ることができた。
働き方改革は教員だけでなく、様々な産業現場でも大きな課題であることが分かりました。またその解決策の一つ
にロボットなどのＩＴ機器が有効であり、実際に活用が進められていることもわかりました。導入コストやメンテ
ナンス人材の問題様々な課題があり、簡単に普及が進まない現状があるとのこと、行政とも連携が必要なこと、今
まで知らなかったことがたくさんあり、貴重なお話を聞くことができました。ありがとうございました。

搾乳ロボットの記事はどこかで読んだことがあったのですが、実際に事業に携わっている方や、人材育成に取り組
んでいる話は、とても興味深いものでした。

酪農は逆風下ですが頑張ってください。
スマート酪農については全く知識が無く、今回のお話を聞けて大変勉強になりました。
酪農の自動化は思っていたより自動化が進んでいることを知った。
成果が楽しみな取り組みだと感じました。

シンポジウム全体について
テーマを減らして、発表の時間を増やして詳しく話を聞きたい。
島田さんより世界大会の総括もあったが、今後のことも考えて、参加選手やコーチにアンケートを実施し、その思いや声を入れて総括し
ても良いと思った。

盛りだくさんで濃い内容でした。とても10分の発表ではもったいないと思います。また、発表者以外の参加があまりなかったのでぜひ多く
の方に聞いていただきたいと思いました。

ワークショップも含めて、良い構成かと思います。

シンポジウムの運営ご苦労様です。とても有意義なシンポジウムでした。さらに、何か研究発表のようなものがあったら面白そうだとおも
いました。来年は自分も何か研究テーマを決めて発表できるようなものをやってみたいと思いました。

皆さんの活動報告を伺って、自分達の進めていることの正しさなどを改めて認識することができました。ありがとうございました。

参考になる情報が得られますので、今後も継続して頂きたい。

発表された皆さん及びシンポジウムを開催・運営された皆さんに感謝いたします。
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アンケート結果(2/2)

印象に残った事例発表（複数回答可） その理由
５．ロボットを活用した教育体制の構築とその検証, 
（ワークショップ）WRO 2023 パナマ国際大会レポート ―ROBO MISSION シニア部門ー, 
（ワークショップ） C言語開発環境 EV3rt の開発環境構築の方法 ー【出張！後輩たちのための EV3rt 講座】

まさに自分が現在課題だと考えていることに対する回答のヒン
トを頂けたので

１．WRO Japan 強化合宿とパナマ国際大会について, 
６．WRO Future Engineers世界大会2年出場の経験談, 
（ワークショップ）WRO 2023 パナマ国際大会レポート ―ROBO MISSION シニア部門ー, 
（ワークショップ） C言語開発環境 EV3rt の開発環境構築の方法 ー【出張！後輩たちのための EV3rt 講座】

今後の活動の参考になった。

１．WRO Japan 強化合宿とパナマ国際大会について, 
４．狛江市立狛江第三小学校「あおば学級」での取り組み, 
７．地域社会と連携した次世代デジタル人材育成の場作り, 
（ワークショップ）WRO 2023 パナマ国際大会レポート ―ROBO MISSION シニア部門ー, 
（ワークショップ） C言語開発環境 EV3rt の開発環境構築の方法 ー【出張！後輩たちのための EV3rt 講座】

３．沖縄＆岐阜 ロボット交流大会が生み出したもの, 
５．ロボットを活用した教育体制の構築とその検証, 
（ワークショップ） C言語開発環境 EV3rt の開発環境構築の方法 ー【出張！後輩たちのための EV3rt 講座】

教育関係者として興味があり参考になりました。また、次の
WROの参考になります。

１．WRO Japan 強化合宿とパナマ国際大会について, 
（ワークショップ）WRO 2023 パナマ国際大会レポート ―ROBO MISSION シニア部門ー

世界で活躍するロボット製作の手法がよく分かった

３．沖縄＆岐阜 ロボット交流大会が生み出したもの 何もない所から、沖縄と岐阜という遠隔地のWRO参加者の
交流が行われた所が、素晴らしいと思いました。

５．ロボットを活用した教育体制の構築とその検証, 
６．WRO Future Engineers世界大会2年出場の経験談, 
（ワークショップ）Robo Mission エクストラチャレンジに挑む

ー EV3-RT を活用した WRO 2023 Japan決勝大会での挑戦ー, 
（ワークショップ） C言語開発環境 EV3rt の開発環境構築の方法 ー【出張！後輩たちのための EV3rt 講座】

３．沖縄＆岐阜 ロボット交流大会が生み出したもの,
５．ロボットを活用した教育体制の構築とその検証, 

（ワークショップ） C言語開発環境 EV3rt の開発環境構築の方法 ー【出張！後輩たちのための EV3rt 講座】

２．自動車メーカーが提供する実践的な学習機会, 
（ワークショップ）Robo Mission エクストラチャレンジに挑む
ー EV3-RT を活用した WRO 2023 Japan決勝大会での挑戦ー, 
（ワークショップ） C言語開発環境 EV3rt の開発環境構築の方法 ー【出張！後輩たちのための EV3rt 講座】

今回のワークショップは新しい形の取り組み方かと思いました、
非常に参考になる内容でした。

１．WRO Japan 強化合宿とパナマ国際大会について, 
５．ロボットを活用した教育体制の構築とその検証, 
（ワークショップ）WRO 2023 パナマ国際大会レポート ―ROBO MISSION シニア部門ー, 
（ワークショップ） C言語開発環境 EV3rt の開発環境構築の方法 ー【出張！後輩たちのための EV3rt 講座】

No.1,5は定量的データがあったこと。ワークショップは今後に活
かせる情報があったこと。

２．自動車メーカーが提供する実践的な学習機会, 
３．沖縄＆岐阜 ロボット交流大会が生み出したもの, ５．ロボットを活用した教育体制の構築とその検証, 
７．地域社会と連携した次世代デジタル人材育成の場作り

継続することで成果が期待できる取り組みであるため。



東京都狛江市立狛江第三小学校
特別支援学級におけるプログラミング授業

（2022年度からの継続事業）
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期 間：2023年５月～7月
対 象：狛江市立狛江第三小学校あおば学級児童
指 導：中山 鴻志（神奈川工科大学院１年）
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あおば学級2年目の取り組み

2022年度に毎月2時間のプログラム授業を受けた子どもたちは、2023年度は、WRO Japan 
2024 ミドル競技の挑戦を目標とし、WRO Japanより ROBO MISSION エレメンタリー部門の
競技コースを提供し、前年度の授業を手伝っていただいた神奈川工科大学の中山氏に指導をお願
いしました。

4月から新しく参加した子どもたちとともに、基礎学習から始めて競技の課題に挑戦し、その様子
を担任の先生が撮影して 8月の WRO 2024 Japan 決勝大会にて映像を紹介しました。

大会終了後、あおば学級の子どもたちには、WRO Japan から、WRO Japan 決勝大会に
参加した子どもたちと同じ「参加メダル」と大会パンフレットを贈呈し、子ども達は、学校の校長室で、
ひとりずつ校長先生からメダルをかけてもらいました。

校長先生より、「あおば学級の子どもたちは、表彰されたりメダルをもらったりする機会がほとんど
ないので、皆メダルをとても喜び、晴れがましい表情をしていました。」とお言葉をいただきました。



【スポンサーとの協働事業①】
㈱オカムラ 物流システムショールーム LUX（ルクス）

見学
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ご協力：株式会社オカムラ（WRO Japan ナショナルブロンズスポンサー）
開催日：2023年8月10日（水）
対 象：近隣のWRO Japan 競技に参加、または参加経験のある子どもたち
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物流ショールームの見学

8月10日（水）、WRO Japan ナショナルスポンサーの株式会社オカムラ様のご厚意で、WRO
Japan 出場を 目指す子どもたちを対象に、物流システムショールーム LUX（ルクス、静岡県御殿
場市）の「見学会」を開催していただき、地元の「WRO Japan 2023 公認静岡県裾野地区予
選会」の声掛けで集まった小学生6名と引率者、WRO Japan 関係者を合わせて 10名が参加し
ました。

参加者は、まず会社案内映像を見たあと、ショールームではシステムの動きを見ながら物流の仕
組みについて説明を受け、実際に操作体験もさせてもらいました。また、働きやすい環境作りに配慮さ
れた広々とした事務所にもお邪魔し、お仕事をしている社員さんにもきちんとご挨拶、最後は、サステ
ィナブルな自然環境保護を意識し、地元の方々との交流の場としても整備されているビオトープも見
学するなど、たのしく充実した時間を過ごしました。

WRO に参加経験のある社員の方もいらっしゃったため、その方から大会に参加した際の経験談
や、その経験がどのように今の仕事に活かされているかの話を聞くことができました。

このような貴重な機会を作って下さった株式会社オカムラの皆様に心より感謝申し上げます。あり
がとうございました。

ビオトープには昆虫のいる林や小川もありました。指定したものが届いたかな？

記念撮影



【スポンサーとの協働事業②】
狛江市立狛江第三小学校5年生社会科授業
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ご協力：ダイハツ工業株式会社（WRO Japan ナショナルシルバースポンサー、
FUTURE ENGINEERS競技ゴールドスポンサー）

開催日：2023年10月31日（火）
対 象：狛江市立狛江第三小学校5年生
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小学校5年生の社会科の授業（工業）

10月31日（火）、WRO Japan は、ナショナルスポンサーのダイハツ工業株式会社様と東京都
狛江市立狛江第三小学校（荒川元邦校長先生）のご協力をいただき、5年生の社会科の 授業を
おこないました。

狛江第三小学校の5年生は２クラスで約８０名。クラスごとに３，４時間目と５，６時間目に
分かれ、体育館にて授業を受けました。また、特別支援学級「あおば学級」の子どもたちも、オンラインで
参加しました。

講師は、ダイハツ工業株式会社DX推進室の味澤嘉和氏にお願いし、前半はダイハツ工業株式
会社の紹介や、車の役割や製作過程などについて講義、後半はMicro:bit, Maqueenを使用した
プログラミング授業をおこなっていただきました。授業では、貴重な工場内の映像を見ながら車の歴史や
役割について学び、そのあとは、子どもたちが実際にプログラミングをして小さな車を動かしてみました。
大いに盛り上がり、２コマの授業があっという間でした。担任の先生からは、工場見学が難しい現在、
匹敵するくらいの充実した内容だったという感想と感謝のことばをいただきました。

WRO Japan としての、このたびの新しい取り組みにご理解・ご協力をいただいた東京都狛江市立
狛江第三小学校の荒川校長先生と、授業を行って下さったダイハツ工業株式会社東京支社の味澤
嘉和様に心より感謝申し上げます。

子どもたちにも身近な車。お話をしっかり聞いていました。

さぁ、今度は自分たちで車を動かしてみよう！ 車が動き始めると、いたるところで歓声が上がっていました。
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1月15日（月）
WRO 2024 競技ルール 公開

7月～8月
国内各地にて国内予選会開催

8月 24, 25（土日）
WRO 2024 Japan決勝大会 in 富山 開催（於：富山市総合体育館）

10月 12～14日（土～月・祝）

WRO 国際大会参加チーム強化合宿（於：国立オリンピック記念青少年総合センター）

11月 28～30日（木～土）

WRO2024国際大会（於：トルコ・イズミール）

12月 15日（日）
第17回 ロボットを活用したプログラミング教育シンポジウム（オンライン開催予定）

WRO 2024 テーマ
Earth Allies

WRO Japan 2024（2024.２.1.現在の予定）
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